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町田市議会本会議場の
磁気ループシステム受信機

　

い
き
い
き
健
康
部
長　

特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
は
一
四
年
度
中
に

一
一
五
床
の
増
床
を
予
定
、
今
年

度
内
に
六
五
床
分
の
事
業
者
再
公

募
を
行
い
一
六
年
度
中
に
開
設
予

定
で
す
。
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
は
一
四
年
度
末
ま
で
に
四
施

設
の
整
備
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

�　

土
砂
災
害
防
止
法
の
特
別

警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
る
と
、
ど

の
様
な
行
政
支
援
が
あ
る
の
か
。

　

防
災
安
全
担
当
部
長　

現
在
、

支
援
す
る
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問

市政に望む 一般質問  
　今回の定例会では、１２月３日、４日、５日、６日、９日の
５日間にわたり、２８名の議員が市政を取り巻く諸問題について、
意見・提案をまじえながら、市長などの考えをただしました。 
　質問、答弁の要旨は次のとおりです。 

一般質問の模様は 
ホームページで 
録画映像を配信中。 

　

お
さ
む
ら
敏
明
（
自
由
民
主
党
）

　

�　

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
に
て

市
が
主
催
す
る
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
な

文
化
展
の
開
催
を
提
案
要
望
す
る
。

　

有
金
副
市
長　

ハ
イ
レ
ベ
ル
な

文
化
活
動
を
市
民
に
提
供
す
る
場

と
し
て
、
市
主
催
の
文
化
祭
と
し

て
町
田
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
を

利
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
今
後
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

�　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
、
野

津
田
公
園
二
次
整
備
計
画
に
寄
せ

ら
れ
た
意
見
を
反
映
し
、
ス
ポ
ー

問問

ツ
に
親
し
め
る
環
境
整
備
を
。

　

有
金
副
市
長　

四
八
〇
件
の
ご

意
見
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

第
二
次
野
津
田
公
園
整
備
基
本
計

画
懇
談
会
に
報
告
し
て
計
画
策
定

の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

�　

南
町
田
駅
周
辺
は
業
務
集

積
の
立
地
条
件
を
満
た
し
て
い
る
。

駅
周
辺
の
一
層
の
整
備
を
求
め
る
。

　

都
市
づ
く
り
部
長　

南
町
田
周

辺
地
区
整
備
計
画
検
討
会
と
い
う

組
織
が
あ
り
そ
う
い
っ
た
組
織
も

活
用
し
な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

問

南

町

田

駅

周

辺

の

街

づ

く

り

を

求

め

　

山
下
て
つ
や
（
公
明
党
）

　

�　

図
師
・
小
山
田
・
小
山
田

桜
台
地
区
の
多
く
の
住
民
は
、
高

校
進
学
や
都
心
部
で
の
就
労
な
ど

多
く
の
点
か
ら
、
身
近
に
鉄
道
利

用
が
で
き
る
唐
木
田
・
多
摩
セ
ン

タ
ー
へ
の
バ
ス
便
に
よ
る
交
通
ア

ク
セ
ス
向
上
を
望
ん
で
い
る
。
現

状
の
改
善
策
、
そ
し
て
将
来
計
画

の
策
定
に
よ
り
、
こ
の
地
域
の
交

通
問
題
を
改
善
す
べ
き
。

　

有
金
副
市
長　

図
師
、
小
山
田

地
区
か
ら
多
摩
市
方
面
へ
南
北
に

問

結
ぶ
広
域
的
幹
線
道
路
な
ど
の
整

備
を
進
め
、
新
た
な
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、

バ
ス
路
線
網
の
拡
充
を
図
り
、
多

摩
市
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
向
上

さ
せ
る
な
ど
、
公
共
交
通
網
の
充

実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

市
長　

こ
の
地
域
に
つ
い
て
は

交
通
ア
ク
セ
ス
も
含
め
て
都
市
づ

く
り
全
体
を
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
て

い
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て

い
ま
す
。

図

師

・

小

山

田

〜

多

摩

方

面

の

交

通

連
絡
会
を
町
田
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
周
辺
地
区
、
相
原
地
区
で
組

織
し
て
お
り
市
民
と
協
働
で
安
全

か
つ
安
心
な
施
設
整
備
に
向
け
た

検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

�　

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

マ
ッ
サ
ー
ジ
事
業
制
度
継
続
を
求

め
る
が
ど
う
か
。

　

い
き
い
き
健
康
部
長　

高
齢
者

の
健
康
増
進
に
有
効
か
ど
う
か
等

が
あ
り
廃
止
に
至
っ
た
。
障
が
い

者
の
方
に
つ
い
て
は
別
途
協
議
を

し
な
が
ら
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

問

　

佐
藤
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

　

�　

聴
覚
障
が
い
者
の
「
聞
こ

え
の
支
援
」
の
た
め
、
市
の
施
設

に
磁
気
ル
ー
プ
普
及
を
求
め
る
。

　

地
域
福
祉
部
長　

他
の
設
備
と

あ
わ
せ
て
、
優
先
度
の
高
い
も
の

か
ら
順
次
整
備
し
て
い
き
た
い
。

　

�　

ご
み
資
源
化
施
設
建
設
計

画
は
、
て
い
ね
い
な
住
民
説
明
を

行
い
、
住
民
合
意
の
上
で
す
す
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

循
環
型
施
設
建
設
担
当
部
長　

地
域
住
民
の
代
表
か
ら
成
る
地
区

問問

磁

気

ル

ー

プ

の

さ

ら

な

る

普

及

を

！

鶴

川

地

域

全

域

の

住

環

境

向

上

策

を

　

森
本
せ
い
や（
民
主
党
・
社
民
・
ネ
ッ
ト
）

　

�　

鶴
川
駅
南
側
の
開
発
は
、

三
輪
地
域
の
悲
願
で
あ
る
。
ま
た
、

駅
北
側
の
渋
滞
解
消
は
、
鶴
川
地

域
全
体
の
住
環
境
向
上
の
要
諦
だ
。

　

都
市
整
備
担
当
部
長　

南
北
の

一
体
的
な
計
画
を
つ
く
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
ま
ず
第

一
に
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

�　

大
蔵
町
・
住
吉
橋
近
く
の

造
成
未
完
了
地
に
よ
り
、
住
民
の

命
と
家
屋
が
危
機
に
瀕
し
て
い
る
。

　

都
市
整
備
担
当
部
長　

都
市
計

問問

画
法
並
び
に
宅
地
造
成
等
規
制
法

に
基
づ
く
是
正
命
令
を
出
し
ま
し

た
。
期
限
ま
で
に
是
正
計
画
書
が

出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
催
告

書
も
出
し
て
い
ま
す
。
毎
日
現
地

の
安
全
を
確
認
し
て
い
る
と
と
も

に
法
的
手
続
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

�　

総
合
評
価
方
式
の
評
価
点

の
「
市
と
の
災
害
協
定
締
結
」
は
、

業
者
間
で
著
し
い
不
公
平
が
あ
る
。

　

財
務
部
長　

適
切
な
評
価
項
目

の
設
定
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

小

三

へ

も

少

人

数

学

級

の

継

続

を

　

佐
々
木
智
子
（
日
本
共
産
党
）

　

�　

小
学
二
年
生
ま
で
拡
大
し

た
少
人
数
学
級
を
小
三
に
進
級
し

て
も
継
続
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

学
校
教
育
部
長　

今
後
も
公
立

義
務
教
育
諸
学
校
の
学
級
編
制
及

び
教
職
員
定
数
の
標
準
に
関
す
る

法
律
及
び
東
京
都
の
学
級
編
制
基

準
に
沿
っ
て
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

�　

待
機
者
が
多
い
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
や
、
認
知
症
対
応
の

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設

の
整
備
計
画
は
ど
う
か
。

問問

デ

マ

ン

ド

交

通

シ

ス

テ

ム

の

導

入

を

　

川
畑
一
隆
（
公
明
党
）

　

�　

市
民
誰
も
が
不
便
を
感
じ

ず
に
移
動
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
の
交
通
手
段
の
充
実
・
強
化
策

に
デ
マ
ン
ド
（
相
乗
り
）
交
通
シ

ス
テ
ム
が
あ
る
。
様
々
な
協
力
機

関
を
活
用
し
、
試
行
す
べ
き
と
考

え
る
が
見
解
を
問
う
。

　

市
長　

既
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
経
験
を
持
っ
て
お
り
、
三
者

協
議
会
を
つ
く
っ
て
、
地
域
の
団

体
の
方
、
バ
ス
の
事
業
者
の
方
、

市
役
所
が
入
っ
て
協
定
を
つ
く
っ

問

て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
同
じ
や

り
方
で
、
一
番
ニ
ー
ズ
の
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
ま
ず
三
者
協
議
会
を
つ

く
る
べ
き
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

�　

授
業
に
つ
い
て
こ
ら
れ
な

い
生
徒
の
解
消
を
め
ざ
し
、
一
層

の
補
習
等
の
拡
充
を
求
め
る
。

　

教
育
長　

補
修
学
習
の
拡
充
は

小
中
学
校
の
学
力
向
上
を
図
る
上

で
大
変
有
効
な
方
策
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
さ
ら
に
研
究
を

深
め
て
補
修
学
習
の
実
施
を
推
進

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

　

若
林
章
喜
（
自
由
民
主
党
）

　

�　

上
山
崎
入
り
口
か
ら
最
も

危
険
な
区
域
の
早
期
拡
幅
と
歩
道

設
置
を
す
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

建
設
部
長　

一
六
〇
メ
ー
ト
ル

分
は
用
地
取
得
を
進
め
て
お
り
、

来
年
度
も
進
め
て
い
く
計
画
で
す
。

再
来
年
度
、
歩
道
を
両
側
に
設
置

す
る
工
事
に
着
手
し
て
い
き
た
い
。

　

�　

二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向

け
、
対
策
本
部
を
立
上
げ
、
合
宿

誘
致
に
取
組
む
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

問問

　

有
金
副
市
長　

関
係
部
長
で
構

成
す
る
対
策
本
部
を
年
内
に
設
置

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
担
当
部
長　

対
策
本

部
の
中
で
大
き
な
大
会
を
誘
致
す

る
視
点
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

�　

認
知
症
の
早
期
診
断
、
早

期
対
応
に
積
極
的
に
取
組
む
べ
き

だ
が
ど
う
か
。

　

い
き
い
き
健
康
部
長　

認
知
症

の
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
を
設
置

し
て
、
認
知
症
の
早
期
診
断
、
早

期
対
応
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問

忠
生
三
三
号
線
早
期

歩

道

設

置

を

！

　

お
く
栄
一
（
公
明
党
）

　

�　

先
進
的
に
導
入
し
て
い
る

他
市
を
参
考
に
、
レ
セ
プ
ト
デ
ー

タ
を
活
用
し
糖
尿
病
の
重
症
化
を

防
ぐ
よ
う
に
。

　

い
き
い
き
健
康
部
長　

他
市
の

状
況
な
ど
を
調
査
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

　

�　

市
の
歴
史
・
文
化
な
ど
地

域
資
源
を
発
信
し
て
い
る
ロ
ケ
作

品
・
ロ
ケ
地
・
ロ
ケ
地
候
補
を
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載
を
。

　

市
長　

ロ
ケ
候
補
地
や
ロ
ケ
作

問問

品
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
紹
介
な

ど
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
は
早
速

取
り
組
ん
で
い
き
、
地
域
の
活
性

化
や
観
光
振
興
に
つ
な
げ
て
い
き

ま
す
。

　

�　

市
民
病
院
と
地
元
産
婦
人

科
と
の
連
携
を
深
め
る
べ
き
だ
が
。

　

病
院
事
業
管
理
者　

地
域
周
産

期
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
携
会
に
て
、

産
婦
人
科
医
同
士
の
情
報
を
共
有

し
て
い
る
ほ
か
、
市
民
に
も
当
院

情
報
誌
を
通
じ
て
情
報
を
発
信
し

て
い
ま
す
。

問

レ

セ

プ

ト

デ

ー

タ

で

医

療

費

抑

制

を

小田急線鶴川駅南口改札口の様子


